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資料集成 日本道徳教育論争史 第Ⅲ期 戦後道徳教
育の停滞と再生 第14巻 道徳教育の課題と授業論
をめぐる論争』日本図書センター，2015年，539頁。
48 同上，120頁。
49 青木孝頼（編著）『道徳価値の一般化』明治図書，
1966年，14頁。
50 同上，14-17頁。
51 青木「学校における道徳指導の限界」，124頁。＝
貝塚（監）『文献資料集成 日本道徳教育論争史 第
Ⅲ期 第14巻』，544頁。青木によれば，こうした
特質は「道徳の時間」の限界を示すことにもなる。
すなわち，ねらいとする「一定の道徳的価値の指
導という特質は，道徳的行為そのものの指導を期
待できないという限界を意味」するし，「長期に
わたる指導という特質は，指導の即効性を期待で
きないという限界を意味」する。けれども，「指
導の即効性も期待できるところの道徳的行為その
ものの指導」が，学校での日常的な生活指導や家
庭・社会における道徳教育において十全におこな
われていれば，道徳的態度の育成をめざす道徳の
時間の特質が生かされると青木は主張した（同上，
119-120頁。＝同上，539-540頁）。
52 青木（編著）『道徳価値の一般化』，22頁。
53 同上，2頁。
54 青木孝頼（編著）『導入・展開・終末』明治図書，
1968年，121頁。ここでは割愛したが，青木が示
した基本過程には「構成手順」の列も設けられて
いる。なお，永田繁雄によれば，青木が自らの授
業論を「基本過程」として明示したのはこの時が
最初である。詳細については，行安／廣川（編）『戦
後道徳教育を築いた人々と21世紀の課題』，259
頁を参照。
55 青木（編著）『導入・展開・終末』，119-120頁。
56 同上，118頁。
57 同上，120-121頁。
58 展開前段の「道徳資料活用の四類型」が初めて示
されたのは，1975（昭和50）年に福井県で開催
された全国小学校道徳教育研究大会においてで
あった。全国道徳特別活動研究会『道徳・特別活
動の本質−青木理論とその実践−』文渓堂，2012
年，19頁を参照。
59 詳細については，同上，26-27頁ならびに64-73頁
を参照。
60 宮田丈夫『宮田丈夫著作選集Ⅰ（道徳編）』ぎょ
うせい，1975年，96-97頁。
61 同上，99頁。
62 同上，100頁。
63 宮田（編著）『生活と価値の統一をめざす道徳授
業の創造』，14頁。
64 宮田丈夫「新価値主義的道徳授業論とその展開」，
現代道徳教育研究会（編）『道徳教育の授業理論』
所収，103-106頁。
65 宮田『宮田丈夫著作選集Ⅰ（道徳編）』，206-208頁。
なお，同書の別のところでは，内面的自覚を深め
る道徳授業の段階として，「感得化・覚醒化→共
感化→深化→態度化」というプロセスも示されて
いる（169頁）。
66 宮田丈夫『教育の現代化と道徳教育』カタログ社，
1968年，107頁。
67 同上，108-109頁。
68 同上，107頁。
69 同上。
70 同上，108頁。
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